
▼
十
一
月
二
十
四
日
の
名
古
屋
市

長
選
挙
を
以
て
九
月
十
二
日
の
自

民
党
総
裁
選
挙
告
示
よ
り
は
じ
ま

つ
た「
政
治
の
秋
」は
終
了
し
た
。そ

れ
ら
の
選
挙
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
候
補
や
公
認
政
党
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
駆
使
し
た
選
挙
戦
を
展
開
し

て
マ
ス
コ
ミ
も
今
ま
で
以
上
に
大

き
く
取
り
上
げ
、
ま
た
選
挙
結
果
も

従
来
の
既
存
政
党
の
組
織
票
頼
み

に
も
限
界
が
生
じ
、
次
々
と
予
想
外

の
選
挙
結
果
が
生
じ
た
。そ
れ
だ
け

を
見
れ
ば
民
主
主
義
の
大
き
な
前

進
と
も
思
へ
る
が
、
し
か
し
低
投
票

率
は
相
変
は
ら
ず
で
あ
り
、
注
目
も

大
き
か
つ
た
は
ず
の
名
古
屋
市
長

選
挙
は
四
十
％
を
下
回
つ
た
。▼
果

た
し
て
こ
れ
で
民
意
が
反
映
さ
れ

て
民
主
主
義
は
前
進
し
た
と
言
へ

る
だ
ら
う
か
？ 

何
故
に
多
く
の

人
々
は
投
票
に
行
か
な
い
の
か
？ 

昨
今
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
ネ
ッ
ト
論

調
に
そ
の
原
因
を
見
る
事
が
で
き

る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
政
府
与
党
や
特
定

政
党
、
政
治
家
に
対
す
る
批
判
に
加

へ
て
、
そ
れ
ら
に
投
票
し
た
有
権
者

へ
の
批
判
、
時
に
相
当
に
酷
い
侮
辱

の
文
言
が
目
に
付
く
。▼
し
か
し
選

挙
に
お
け
る
投
票
の
自
由
と
秘
密

は
絶
対
で
あ
り
、
当
選
し
た
候
補
者

や
政
党
が
後
に
如
何
な
る
失
政
を

犯
し
て
も
投
票
し
た
有
権
者
は
な

ん
ら
責
め
ら
れ
る
事
は
無
い
は
ず

で
あ
る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
こ
の
や
う
な

論
調
が
強
け
れ
ば
、
有
権
者
は
委
縮

し
て
し
ま
つ
て
投
票
に
行
か
な
く

な
つ
て
し
ま
ふ
。延
い
て
は
民
主
主

義
の
後
退
す
ら
招
い
て
ゐ
る
の
で

は
な
い
か
。▼
投
票
を
す
る
に
あ
た

り
、
様
々
な
意
見
に
耳
を
傾
け
る
事

は
大
事
で
あ
る
。し
か
し
昨
今
は
先

述
し
た
や
う
に
ネ
ッ
ト
上
で
あ
ま

り
に
攻
撃
的
な
意
見
が
多
い
。投
票

先
を
他
者
が
強
要
す
る
や
う
な
事

は
絶
対
に
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。

「
投
票
の
自
由
と
秘
密
」
は
絶
対
で

あ
り
民
主
主
義
の
基
本
で
あ
る
事

を
多
く
の
人
が
強
く
認
識
し
て
欲

し
い
も
の
で
あ
る
。　　
　
　

  （
尾
）
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●
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大
会
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事
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は
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二
頁…

●
令
和
六
年
活
動
報
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他

本
紙
目
次

（
二
面
へ
続
く
）

　

令
和
六
年
十
一
月
十
六
日

（
土
）、
東
京
・
小
伝
馬
町
に

お
い
て
党
大
会
・
全
国
代
議

員
総
会
が
開
催
さ
れ
た
（
昨

年
は
、
参
議
院
選
挙
翌
年
の

年
は
党
大
会
は
開
催
し
な
い

と
い
ふ
内
規
に
よ
つ
て
開
催

さ
れ
て
ゐ
な
い
）。

　

午
後
一
時
三
十
分
、
須
藤

佳
子
女
性
部
長
（
東
担
当
）

の
司
会
に
よ
つ
て
全
国
代
議

員
総
会
の
開
会
が
宣
せ
ら
れ

た
が
、
本
会
が
党
則
上
の
総

会
成
立
要
件
を
充
た
し
て
ゐ

る
こ
と
の
説
明
が
先
づ
な
さ

れ
た（
代
議
員
定
数
三
十
三
、

出
席
代
議
員
十
六
・
委
任
状

出
席
十
三
、
計
二
十
九
で
過

半
数
成
立
）。
そ
し
て
、
一
同

起
立
の
上
、
国
歌
斉
唱
が
行

は
れ
た
。

　

次
に
三
浦
小
太
郎
副
代
表

（
東
京
都
本
部
代
表
）
に
よ
る

開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後

に
、
党
物
故
者
慰
霊
式
に
移

り
（
本
部
・
地
方
本
部
役
員
・

顧
問
・
講
師
団
合
は
せ
て
六

名
の
方
が
名
簿
に
追
加
さ
れ

た
）、「
海
ゆ
か
ば
」
の
曲

が
流
れ
る
中
で
物
故
者
へ

の
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

　

次
に
児
玉
一
成
事
務
局

次
長
（
神
奈
川
県
本
部
代

表
）
が
本
年
の
活
動
報
告

書
及
び
会
計
仮
報
告
を
行

ひ
、
質
疑
応
答
の
後
承
認

さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
魚
谷
哲
央
代

表
よ
り
令
和
七
年
活
動
方

針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
つ

た
。
令
和
四
年
党
大
会（
於
・

京
都
）
及
び
令
和
五
年
春

季
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
策
定

承
認
さ
れ
た
第
十
期
活
動

方
針
が
基
本
的
に
令
和
七

年
に
も
適
用
さ
れ
る
の
で
、

案
で
は
な
い
旨
等
々
が
述

べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
栃
木
県
本
部
・

中
村
博
之
代
表
に
よ
る
決

意
表
明
の
予
定
で
あ
つ
た

が
、
氏
の
御
親
族
に
御
不

幸
が
あ
り
急
遽
欠
席
と
な

つ
た
た
め
割
愛
さ
れ
た
。

　

次
に
聖
寿
弥
栄
三
唱
の

発
声
が
川
畑
賢
一
副
代
表

（
千
葉
県
本
部
代
表
）
に
よ

り
な
さ
れ
、
一
同
声
高
ら

か
に
唱
和
し
た
。

　

最
後
に
黒
田
秀
高
副
代

表
（
本
部
政
策
委
員
長
）

が
来
年
へ
む
け
て
挙
党
一

致
の
奮
闘
を
期
す
る
旨
を

閉
会
の
辞
と
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
司
会
よ
り
全

国
代
議
員
総
会
の
閉
会
が

宣
せ
ら
れ
、
十
分
間
の
休
憩

と
な
つ
た
。

　

午
後
二
時
三
十
分
、
第
二

部
記
念
講
演
会
の
開
始
。
川

畑
副
代
表
が
司
会
を
務
め
、

講
師
・
池
田
憲
彦
先
生
（
元

拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所

教
授
・
近
現
代
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
）
の
経
歴
が
紹
介
さ
れ

た
後
、『
大
東
亜
戦
争
の
総
括

に
む
け
て
』
と
い
ふ
演
題
で

の
池
田
先
生
の
御
講
演
が
始

ま
つ
た
。

　

八
月
十
五
日
の
「
終
戦
の

詔
勅
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

と
、
九
月
二
日
の
降
伏
調
印

に
よ
る
占
領
統
治
と
の
相
違
、

そ
の
前
提
と
し
て
の
昭
和
十

八
年
十
一
月
の
大
東
亜
会
議

の
意
義
等
々
を
説
明
さ
れ
て
、

所
謂
東
京
裁
判
史
観
に
洗
脳

さ
れ
た
戦
後
日
本
の
在
り
様

か
ら
の
精
神
的
脱
却
が
喫
緊

の
国
家
的
課
題
で
あ
る
と
の

見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
亦
、

戦
前
に
お
い
て
わ
が
国
古
来

の
兵
法
書
・
闘
戦
経
へ
の
無

関
心
が
大
東
亜
戦
争
遂
行
上

の
戦
略
・
戦
術
的
に
不
適
合

を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
い

か
と
の
御
指
摘
も
な
さ
れ
た
。

　

若
干
の
質
疑
応
答
の
後
、

司
会
よ
り
改
め
て
池
田
先
生

へ
の
謝
辞
が
あ
り
、
会
場
一

同
大
き
な
拍
手
で
礼
意
を
表

し
て
記
念
講
演
会
は
終
了
し

た
。

　

愈
々
党
大
会
も
閉
会
間
際
、

新
風
行
進
曲
を
一
同
で
唱
和

し
、
続
い
て
新
風
三
唱
が
一

同
に
よ
つ
て
発
声
唱
和
さ
れ

た
。
最
後
に
児
玉
事
務
局
次

長
に
よ
る
当
大
会
閉
会
が
宣

せ
ら
れ
た
。

　

会
場
で
は
後
片
付
け
が
行

は
れ
る
中
、
各
地
か
ら
の
参

加
者
の
交
流
が
続
け
ら
れ
た
。

会
場
を
後
に
し
て
近
く
の
懇

親
会
会
場
へ
と
移
動
し
た
後
、

三
浦
副
代
表
の
挨
拶
が
あ
り
、

黒
田
副
代
表
の
乾
盃
の
発
声

で
懇
親
の
輪
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
午
後
七
時
過
ぎ
、
名

残
を
惜
し
み
な
が
ら
散
会
と

な
つ
た
。

記念講演・池田憲彦先生

党大会無事終はる党大会無事終はる
令和七年へむけて令和七年へむけて

令
和
六
年
十
一
月
十
六
日
（
土
）　　

 

於
・
日
本
橋
小
伝
馬
町
駅
前
共
同
ビ
ル

四
階
会
議
室
（
東
京
都
中
央
区
）

第
一
部
　
全
国
代
議
員
総
会

 

　
　
　
　
　
　 

（
午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
三
十
分
）

一
、
開
会

一
、
国
歌
斉
唱

一
、
開
会
の
辞

一
、
党
物
故
者
慰
霊
式

一
、
令
和
六
年
活
動
報
告
・
会
計
仮
報

告
―
―
質
疑
・
承
認

一
、
代
表
挨
拶
及
び
令
和
七
年
活
動
方

針
確
認
―
―
質
疑
・
承
認

一
、
決
意
表
明

一
、
聖
寿
弥
栄
三
唱

一
、
閉
会
の
辞

第
二
部
　
記
念
講
演

 

　
　
　
　
　
　
　（
午
後
二
時
三
十
分
〜
四
時
）

『
大
東
亜
戦
争
の
総
括
へ
む
け
て
』

講
師 

池
田
憲
彦 

先
生

　
　

 

元
拓
殖
大
学
日
本
文
化
研
究
所
教
授

　
　

 

附
属
近
現
代
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長

○
党
大
会
閉
会
に
あ
た
り

一
、
新
風
行
進
曲
唱
和

一
、
新
風
三
唱
│
│
新
風
は
、
力
だ
・
勇

気
だ
・ 

信
念
だ
・

一
、
閉
会 （
午
後
四
時
三
十
分
）

第
三
部
　
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　 （
午
後
五
時
三
十
分
）※
別
会
場

開
会

乾
盃
発
声

懇
談

閉
会 （
午
後
七
時
）

全
国
代
議
員
総
会
成
立
条
件

〈
地
方
本
部
数
〉二
十
／〈
代
議
員
定
数
〉

三
十
三
名
／
〈
出
席
代
議
員
〉
十
六
名

／
〈
委
任
状
出
席
〉
十
三
名

〈
合
計
〉
二
十
九
名

〈
代
議
員
総
会
成
立
出
席
者
数
〉

　

定
数
の
過
半
数
以
上
（
党
則
第
十
三

条
）
―
―
十
七
名
以
上

維
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